









〈編 集 後 記 〉
今年 も半ば、炎暑 の時節が巡 ってまい りま した。暑中のお見舞iいを申 し上げなが ら 「大阪
大学低温センターだより」第71号をお届げ します。私は、所属学科で唯一 の寒剤利用研究室
に在籍 しているからで しょうか、当冊子編集委員の一人に加 えて頂 きま した。ところが、編
集会議での極めてアカデ ミックな雰囲気に呑 まれている内に、役立たずの2年 が経 ち、恐れ
てお りました編集後記を書 く役 が回 って きま した。
さて、本号では"巻 頭言"に 加 えて"研 究 ノー ト"が 「フラクタル特集」 とも称すべき内
容 となっています。 しか し悲 しき浅学の身、フラクタルとは何 のことかと玉稿 の熟読 を試 み
ました。 フラクタルの概念 が、例えば岩手県の入 り組んだ海岸の状況や千葉県の滑 らかなそ
れの定量的な評価に も応用で きるとのただ一つの理解 により、 フラクタルを少 し身近 に感 じ、
知的財産が増えたかな等 と役 目を忘れて喜:んでいる次第です。 さらに、"実 験 メモ"に は、
光 ファイバーの活用 により、 クライオス タジ ト内での実験の自由度を向上できるとの応用範
囲の広い研究手段が紹介 されています。
余談ですが、過 日の編集会議のひとこま。本号の表紙を飾 る金道先生の顕微鏡写真が、時
期的にふ さわしく七夕に用いる笹に似ていることから、これに 「ヘ リウム液化装置が更新 さ
れ ます ように」 と願 う短冊 を付けてはどうかとの機知 に富む声 がでて、低温に懸ける皆様の
熱意に頭の下げ る思いで した。(古 川久生)
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表紙説明:Fe-Mn-C合 金の磁場誘起マルテ ンサイ ト変態後の顕微鏡写真。
表面処理 によってマルテ ソサイ ト相は黒 く、栂相のオーステナイ ト相は白く着色 してある。
マルテンサイ ト相が直線状に伸びている上下の方向が磁場の方向で、最初にこの部分 が変態
し、そ こから枝葉の様に成長す ると考えられている。
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